


自社開発した高速冷却真空炉により

ソルト焼き入れ以上の冷却を実現しました。

特許取得：冷却時にチタン製大型ファンを

真空中でフル回転させ加圧窒素

ガスを一挙に導入するプロセス

特許 No3596930,No1834727

高速ガス冷却式真空熱処理炉 P型
600mm(高さ)× 900mm(幅)×600m(長さ)

高速度工具鋼・ダイカスト金型等の高速冷却に
対応した１室型ガス冷却真空熱処理炉。



高速度工具鋼（SKH51）

真空焼き入れ、ソルト焼き入れ、

品質比較試験

・歪検査 両端をVブロックで受けダイヤルゲージにて測定
・硬さ検査 ロックウェル硬さ試験
・内部組織観察 塩化第二鉄にて腐食後観察
・耐摩耗試験 ※ 大越式迅速摩耗試験
・靭性 ※ シャルピー衝撃試験

検証方法

材質 SKH51 寸法 Φ68×ℓ420㎜

※ 京都府中小企業技術センターご協力のもと測定



断面組織

内部組織を観察したところ大きな差異は見当たりませんでした。

歪量 真空 ：振れ0.25㎜
ソルト：振れ0.35㎜

歪は弊社真空焼き入れの方が小さい結果が得られました。

焼入れ焼き戻し硬さ
真空焼入れ焼き戻し ：63.5 HRC
ソルト焼入れ焼き戻し：63.5 HRC

組織、耐摩耗性や靭性を比較するために
焼き戻し硬さをそろえました。

真空焼き入れ、ソルト焼き入れともに63.0HRC
以上をクリアできています。

真空（中心部） ソルト（中心部）



大越式迅速摩耗試験
回転円盤： SCM415
最終荷重： 6.3kg
摩擦距離： 400m
摩擦速度： 0.78m/sec

比摩耗量(mm3/kg・10-7)
真空焼入れ ソルト焼入れ

表層部 0.22 0.23
中心部 0.25 0.29
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中心部、表層部ともに弊社真空焼き入れをしたものが優位な結果が得られました。

中心部

シャルピー衝撃試験
試験片サイズ：10×10×55

（2Uノッチ）
衝撃値(J/cm2)

真空焼入れ 3.60

ソルト焼入れ 2.67
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中心部で靭性を比較したところ弊社真空焼き入れをしたものが優位な結果が得られました。
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